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スミシールドA（S-1）とは

スミシールドA（S-1）の特長

エアミルク・エアモルタルを用いた気

泡混合軽量土（FCB)や気泡混合土用な

どに開発された高品位特殊界面活性剤

系起泡剤です。

スミシールドA（S-1）を用いた気泡の生成方法
スミシールドA（S-1）を用いた気泡の生成は，事前に気泡を生成してセメントミルク（モルタル）と混合するプレホーム
方式を用います。

(1) 高品位で均一な気泡が製造できます。

(2) 発泡後の気泡安定性に優れています。

(3) 発泡後の気泡の消泡がほとんどありま

せん。

(4) 配合により強度・流動性を自由に設定

することができます。

(5) 界面活性剤系であるため動物たんぱく

系の起泡剤と異なり臭いがほとんどあ

りません。

 主 成 分 　　　　　　　硫酸エステル塩系アニオン界面活性剤

 試験項目 標準値 規格値

 外　　観 黄褐色透明液状

 比　　重 1.0（20℃） 0.97～1.03

 　pH 7.0 6.0～8.6

 粘　　度 20CPS(25℃） 50以下

荷姿：18kg 缶／180kg 樹脂ドラム缶

　スミシールドA (S-1)気泡混合軽量土(FCB)
気泡混合土用起泡剤

スミシールドA（S-1）の性状

スミシールドA（S-1）

水（清水）

空気圧縮機

気泡

気泡発生装置希釈水
（15～24倍希釈）18kg缶

180kg
環境に優しい
樹脂ドラム缶
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本製品に関するお問い合わせ・ご用命は
建材事業部

〒105-8641　東京都港区東新橋1-9-2（汐留住友ビル20F）
Tel. 03-6370-2721　Fax 03-6370-2759

大　　阪　Tel.06-6342-7704　　　名 古 屋　Tel.052-566-3202
札幌支店　Tel.011-241-3901　　　東北支店　Tel.022-225-5251
北陸支店　Tel.076-223-1505　　　四国支店　Tel.087-851-6330
広島支店　Tel.082-577-7645　　　福岡支店　Tel.092-481-0186

物性値の詳細については，当社試験成績表等をご参照ください。
使用および取扱いの前に，当製品の安全データシート（SDS）をお読みください。
本カタログの記載内容については，予告無しに変更する場合がありますので，予め御了承願います。

　スミシールドA(S-1)の配合例

一軸圧縮強さ
qu

(kN/m2)

空気量

(％)

固化材

(kg/m3)

シルト泥水

(kg/m3)

スミクレー

(kg/m3)

起泡剤

(kg/m3)

水

(kg/m3)

単位体積
重量
(kg/m3)

 100 23.0 80 ー 596 0.5 524 12.0

 300 14.0 150 950 ー 0.3 ー 11.0

荷 姿
18kg入缶
180kg入樹脂ドラム缶

FCB暫定配合例FCB暫定配合例

気泡混合補強土配合例気泡混合補強土配合例

 ●火気のある場所では使用しないでください（加熱
すると引火しやすい液体です）。

 ●火災時には，炭酸ガス，粉末または泡消火器で初
期消化にあたり，火災が広まった場合は，泡消火
剤または多量の噴霧水で消化してください。

 ●換気の良い場所で取り扱ってください。蒸気やミ
スト等が発生する場合は局所換気装置を設けてく
ださい。

 ●取り扱い中は適切な保護具を着用してください。
 ●換気の良い場所に密栓をして保管してください。

 ●飲み込んだり、吸い込んだり、眼、皮膚に触れな
いようにし、取り扱い中は適切な保護具を着用く
ださい。

 ●取扱い後は手や顔をよく洗い、うがいをしてくだ
さい。
【応急処置】
 ●飲み込んだ場合は、口をすすいで、無理に吐かせ
ず医師の診断を受けてください。

 ●吸引した場合は、空気の新鮮なところで、呼吸し
やすい姿勢で休息させてください。状況により医

師の診察を受けてください。
 ●皮膚に付着した場合は、清水と石鹸でよく洗って
ください。

 ●目に入った場合は、清水で充分注意深く洗浄して
ください。状況により医師の診察を受けてくださ
い。
【廃棄】
 ●廃棄する場合は、都道府県知事の許可を受けた専
門の廃棄物処理業者へ委託処理を行ってください。

取り扱い上の注意
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配  合
一軸圧縮強さ
qu

（kN/m2）

空気量

（％）

水セメント比
Ｗ/Ｃ
(%)

※セメント
Ｃ

（kg/m3）

砂セメント比
容積比
（質量比）

砂
S

（kg/m3）

起泡剤
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（kg/m3）

希釈水
m2

（kg/m3）

混練水
m3

（kg/m3）

水量W
（m1+m2+m3）
（kg/m3）

湿潤密度
（生比重）
（g/cm3）

単位体積
重量

（kN/m3）

フロ－値（180mm）

※配合記号の説明：Ka-b Kはイニシャル，aはS/C，bは目標一軸圧縮強さをそれぞれ意味します。

※この暫定配合は，現場での材料や施工のばらつきを考慮して，室内配合試験結果から得られた配合より200kN/m2の強度割り増しを考慮した配合となっています。

※セメント：高炉セメントB種（密度（ρc）：3.05g/cm3），土粒子の密度（ρs）：2.643g/cm3，水の密度（ρw）：1.00g/cm3，起泡剤の密度（ρk）：1.00g/cm3

　希釈倍率：24倍　発泡倍率：25倍


